
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

2005年 2 月
一
般演 題 511（S−325）

P1−283　抗 CL β2GPI 抗体陽性不育症症例 に対する 有効な治療 に関す る解析
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【目的】不育症発症へ の 抗 リ ン 脂質抗体 （以 下 APL ）の 関与が指摘 さ れ ， 特に抗 CLβ2GP1陽性例 に対する 有効な治療法確立

の 重要性が指摘されて い る．一一
方抗 CL β2GPI の 陽性率 は低 く，従来法 に よる APL （抗 カ ル ジ オ リピ ン 抗体，以 下抗 CL ；抗

フ ォ ス フ ァ チ ジル セ リ ン 抗体，以 下 抗 PS な ど）陽性例 で の み抗 CLβ2GPI の 検索を行うとの 考えもある ．今回 はこ れ らの 点

を明らか にす る こ とを目的 とした．【方法】抗 CLβ2GPI 陽性不育症 13例 （平均流死産回数 ：3．0）を対象 と し ， 抗 CLβ2GPI
以 外 の APL 関連検査の 陽性 率を検討 した．治療 は免疫抑制を目的に 柴苓湯，ス テ ロ イド（以 下 PSL ），抗凝固を目的 に 低用量

ア ス ピ リ ン （以 下 LDA ）を使用した．すなわち抗 CLβ2GPI 低値，抗 CL 陰性の 3例 に は柴苓湯単独また は柴苓湯 ＋ LDA ， 抗
CL β2GPI 中等〜強 陽性 あ る い は抗 CL 強 陽 性 の 9例 に は柴 苓 湯 ＋ LDA ＋ PSL 療法 を施行 した ．い ず れ の 症例 に も充分な 1．C

を行 い
， 検査及び治療を実施した．【成績】13症例 に お ける抗 CLβ2GPI の 値 （カ ッ トオ フ 値 1．6U／ml ）は 100U／m1 以 上 3例 ，

10〜99U ／ml が 4 例 ， 3．5〜10U／m1 が 1例 ， 1．6〜3．6U／m1 が 5例 で あ っ た．抗 CL ，抗 PS，　 BFP （梅毒生 物学的偽陽性），　 APTT

延長，それぞれの 陽性率 は 76．9％，41．7％，16。7％，38．5％ で あ り，抗 CLβ2GPI陽性例 の 23．1％ で 抗 CL が陰性で あ っ た．治

療成績 は ， 妊 娠 成立 12例中 9例 （75，0％）で 正 常満期分娩 とな り，絨 毛 染色 体異常が あ っ た 初 期流 産 2例 を除 く妊娠継続率 は

90．0％ （10例中 9 例）で あ っ た．【結 論】不育症 に お ける抗 CLβ2GPI の 初回か らの 検査 の 重要性 お よび抗 CL β2GPI 陽性不育症

に対す る柴苓湯，LDA お よび PSL の 併用療法が極 め て 有用で あ る こ と を指摘 した．

P1− 284　抗 リ ン 脂 質抗体陽 性 の 反 復流産例 に対す る ス テ ロ イ ド療法 と漢方療法 の 有用性の 比 較
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【目的1抗 リ ン 脂質抗 体陽 性 の 反 復流産例 に対 し，妊娠中 に行 っ た低用量 ア ス ピ リ ン 併用の 漢方療法の 有用 性を生児獲得率 と

妊娠中の 合併症の 点か ら，低用 量 ア ス ピ リ ン 併用 の ス テ ロ イ ド療法と比較検討す る．【方法】挙児希望 を有す る抗 リ ン脂質抗体

陽性 の 反復流 産 例 に対 し て 1998年 1月から 2003年 9月まで に妊娠成立 した 55例を対象と した．全例イ ン フ t 一
ム ド ・コ ン

セ ン トを得た 上 で 治療 を行 っ た．プ レ ドニ ン ・低用 量ア ス ピ リ ン併用療法 （A 群）は，1998 年 1 月 か ら 2001年 5 月まで 妊娠

成立 した 30例，平均年齢 30．5歳で，漢方
・
低用量 ア ス ピ リ ン併用療法 （B 群）は 2001年 6 月から 2003年 9 月まで に妊娠成

立 した 25例，平均 年齢 31．6 歳 で あ っ た．A 群 は，妊娠判明時 よ りプ レ ドニ ン 30mg を妊娠 24 週まで 投与し， 以後漸減 した．

また ア ス ピ リ ン 81mg を 妊娠 28 週 まで投与 した．　 B 群 は 柴苓湯 9．Og を妊娠 3 カ月前か ら妊娠終了 ま で，ア ス ピ リ ン 81mg
を 妊 娠 28週 ま で投与 した．こ の 2 群 の 生 児獲得率 と妊 娠 中 の 合 併症 の 頻 度 を後方視的に 比 較検討 した．【成 績】生 児獲得率は

A 群，92，6％ （25／27例）で ， B 群は 91．3％ （21／23例）と有意差 を認 め な か っ た．　 A 群 の 妊娠中の 合併症は，9 例 に生 じ，内

訳 は 耐糖能異常 1例，前 期破 水 4 例 ， 妊娠 中毒症 2 例，白内障 1 例，鬱病 1例で あ っ た．一
方 ， B 群 の 合併症は 2 例で ，内訳

は 耐糖能異常 1例，前期破水 1例 で あ り， 漢方療法 は ス テ ロ イ ド療法 に比べ 有意 に 合併症の 頻度が 少 な か っ た （p ＜ O．05）．【結

論】抗 リ ン 脂質抗体陽性 の 反復流産例 に 対 して 漢方療法 は，ス テ ロ イ ド療法 と 同程度 の 生児獲得率が あ り，しか も副 作 用 が 少

なく，ス テ ロ イ ド療法 よ りも有用 性 は 高い こ とが示唆された．

P1−285　抗 リ ン脂質抗体陽性不育症患者 にお けるヘ パ リ ン療法の 作用機序の 検討
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【目的】近年抗 リ ン 脂質抗体 と反復流産 の 関係が 注 目を浴び て い る．抗 リ ン 脂質抗体 の なかで は，抗 カル ジオ リ ピン （CL）抗

体 や抗 フ ォ ス フ ァ チ ジル セ リ ン （PS）抗体 な ど
， 陰性荷電の リ ン脂質 に対す る抗 体 だ け で は な く，中性 リ ン脂質 に 対する抗体

で あ る抗 フ ォ ス フ ァ チ ジル エ タ ノ
ー

ル ア ミ ン （PE）抗体もまた反復流産患者に多 い と報告され て い る．抗リ ン脂質抗体陽性

不育症患者 の 治療法と して はヘ パ リ ン療法 の 有効性が報告され て い るが ， 抗血栓活性以 下 の 低用量 で 効果が あ る こ と ， 妊 娠 初

期 よ り投与 しない と効果が あ ま り無い 事な どよ り，
ヘ パ リ ン の 抗凝固作用以外 の 作用機序が考え られて い る．そ こ で 我々 は，

抗リ ン脂質抗体 ELISA にお い て ヘ パ リ ン の 抗体価 に与 え る影響 を調べ た．【方法】抗 PS 抗体 と抗 PE 抗 体 陽性 患 者血 清 に，ヘ

パ リ ン を加 え ELISA を行 い ，そ の 抗体価 に与える 影響を in　vitro で 観察した．さ らに ， 抗 PE 抗体陽性患者 の ヘ パ リ ン 療法開

始前後 の 血清を採取 し，抗体価を比較検討 し た．患者血清は イ ン フ t 一ム ドコ ン セ ン トを得 て採取 した．【成績】in　vitro で は

ヘ パ リ ン は用 量依存性に 抗 PS 抗体，抗 PE 抗体 の 抗体価を減少 させ た，特に，抗 PE 抗体で は ， 1 単位／ml とい うヘ パ リ ン 濃

度で も抗 体価 の 減 少 が 観察 され た．こ の 濃度は，1万単位ノ日の ヘ パ リ ン を投与 した 時の 患 者血 清中の ヘ パ リ ン 濃度の ピーク

値 に あた る ．さ らに，抗 PE 抗 体 陽性 患者 の 抗 体価 は ヘ パ リ ン療法開始後 に低下 した．【結論】ヘ パ リ ン は抗 リ ン脂質抗体の 結

合を阻害 し，抗体吸着 と い う作用機序 が示唆 され た．特に抗 PE 抗体に 関 して は ，
　 in　vivo ，

　 in　vitro ともに ヘ パ リ ン の 抗体価

低 下 作用 が 観 察 され た ．
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